
令和 7年度第 2回デイサービスゆいま～る戸水運営推進会議報告書 

 

 開催日時：令和 8年 1月 29日（木）14:30～15:10 

 参加者 ：Ｋ様（ご利用者）、Ｙ（ご利用者家族）、Ｍ様（戸水地区民生委員） 

      Ｕ様（地域包括支援センターくらつき）、Ｔ（ゆいま～る戸水） 

 

1. ゆいま～るからの活動報告 

 

契約者数 25名  12月の一日平均利用者数 9.1名 

最高齢 95歳  最若年 64歳 平均年齢 83.6歳   平均要介護度 2.1 

送迎範囲     金石、近岡、大野、木越、久安、湖陽、元菊、七ツ屋、八日市出町など 

お迎え時間 朝 8時から 10時 お送り時間 16時～17時 30分 

スタッフ数 7名(正職員 5名 パート 2名)   

管理者 1名 生活相談員 1名 介護職員 4名 機能訓練指導員（看護師）1名 

管理者は社会福祉士 認知症介護指導者養成研修修了者 

介護職員 3名は介護福祉士資格保有 生活相談員は介護支援専門員資格保有 

認知症介護基礎研修修了 2名   看護師１名 

  ※前回会議時と変わりなし 

 

 ここ半年の間の主な外出先 

  倶利伽羅、卯辰山、道の駅福光、道の駅めぐみ白山、道の駅高松、道の駅メルヘン小

矢部、湯涌創作の森、ささら屋、アルプラザ津幡など 

 

地域活動(2025年度後半)   

     講師派遣  石川県認知症介護実践者研修・実践リーダー研修 
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        金沢市介護相談員養成研修 

        石川県高齢者虐待標準研修 

        石川県身体拘束廃止推進員養成研修 

事故 ヒヤリハット(2025年 7月～2025年 12月まで) 

 転倒 13件 ベンチへのすわり損ない１件 帽子の紛失１件 けが等はありません 

 

 防災対策 

     ＢＣＰに基づいた避難訓練など行っていきます。 

 

感染予防 

     半年間で、コロナの感染者 1名   インフルエンザの感染者 1名 またいずれも陰 

性ながら発熱が続いた方が職員の家族も含めて何名かいましたが、感染リスクが高い 

間はお休みいただくなどの対応で、事業所内で感染が広がることはありませんでし 

た。職員のインフルエンザの予防接種 

 

 地域活動 

  オレンジカフェなどの活動に協力しながら地域で認知症の方の暮らしを支えられるよ

う協力し、認知症の方々の理解や情報提供を行っていきたいと思います。またホーム

ページやブログなども活用していきます。 

  

その他 

  前回の会議で利用者数の増加をご報告させていただきました。前回に比べて多少利用

者数は減りましたが高い数字をキープしています。ただし、前回も課題でしたがサー

ビスの質についてもう一度振り返ることが必要だと考えています。また、最近では自

宅で介護ができなくなったと施設入所や病院に入院され、利用終了となった方が増

え、ゆいま～るご利用中だけではなく、ご自宅での過ごし方やご家族への支援など在

宅生活を支えるためにゆいま～るがどう関わっていけばいいかをケアマネジャーと相

談しながら考えていく必要性を感じています。 

 

２．参加者より 

 K様（ご利用者） 

 

  ここで良くしてもらっています。いまのところは何してほしいとかはありません。 

 Y様（ご家族） 

  うちの母は認知症が進行しているが介護自体何をしていいのか分からない。最近おし

っこ失敗するようになって紙パンツにした方がいいか？いつどのタイミングで変えた

らいいかわかりません。爪切りしようとしても本人から嫌がられ切れない時がある。 

 



 Ｍ様（民生委員） 

  転倒予防について玄関前の石段が歩きにくいのであれば簡易的なものでもいいから手

すりを設置してはどうでしょうか。 

  地域でも認知症の方は近所の方々が支えている。認知症であることを隠さず近所の

方々に伝えて協力し合っています。 

  ゆいま～るさんはご利用者同士で調理や外出など通じて関係性が築けていることはい

いと思います。 

 

 Ｕ様（地域包括支援センターくらつき） 

  包括でも相談内容の７～８割が認知症の周辺症状に関する内容である。その方々に介

護保険の手続きを行い居宅介護支援事業所に繋いでいます。やはり地域で支え合うこ

とは水戸様も仰られたように認知症であることを隠さずにお話ししてくださいと助言

しています。 

 

 Ｔ（ゆいま～る戸水） 

  本日は足元の悪い中ご参加いただきありがとうございました。ご本人に対して良くし

てもらっているという言葉だけでなくもっとこうして欲しいなどのお言葉が聞けるよ

う普段から何でも言える関係性を築けていけたらと感じました。 

ご家族のご意見をお聞きして些細な事でもいいのでご自宅でお困るなことなど送迎時

はご本人がいらっしゃるのでなかなかお話しすることは出来ませんが、連絡帳など通

じて共有していけたらと思いました。紙パンツへの移行についてもケアマネ含めて相

談し進めていけたらと思います。 

民生委員からの手すりの設置ごご提案についてはすみません全く頭にありませんでし

た。スタッフみんなと一緒に考え検討していきたいと思います。 

地域包括支援センターへの相談は認知症に関する内容が大半を占めているとのことな

ので、ゆいま～るも何かできることがあればと感じました。協力できることがあれば

仰ってください。 

半年前も今後の課題とさせていただきましたが認知症を抱えた方がご自宅で安心して

過ごしていくためにゆいま～るとしてどうご本人、ご家族と関わっていけばいいの

か、ご家族が何にお困りなのかを知るためにケアマネと協力し合って取り組んでいき

たいと感じました。 

   


